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一般社団法人 情報通信ネットワーク産業協会       

2025年12月10日 

 

2025年度上期(4-9月) 通信機械生産･輸出入概況 
 

Ａ．国内市場動向（生産動態統計と貿易統計からCIAJにて纏め）            

（１）機種別の詳細動向（参照：図表A） 

機種別の2025年度上期の実績は以下の通りです。有線および無線ネットワーク関連機器の国

内生産が増加し、スマートフォンの輸入も堅調に推移し、前年同期比で増加しました。 

 

① 端末機器：             1兆2,758億円（前年同期比5.4％増） 

② ネットワーク関連機器：    5,789億円（  同  4.3％増） 

生産動態統計と貿易統計から「国内市場規模＝国内生産金額－輸出金額＋輸入金額」として

国内市場規模を算出しています（海外メーカーの輸入額も含みます）。 

 

    図表 A-1   国内市場規模の推移（機種別、半期別） 
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    図表 A-2   国内市場規模の推移（機種別、四半期別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ．国内生産動向（経済産業省「生産動態統計調査」からCIAJにて纏め）        

（１）機種別の詳細動向（参照：図表B） 

機種別の2025年度上期の実績は以下の通りです。 

① 有線端末機器 273億円（前年同期比4.7％増） 

内訳は、電話機5億円（同比2.5％増）、ボタン電話装置64億円（同比15.1%増）、インタ

ーホン205億円（同比1.9％増）となりました。ボタン電話装置は工場、介護施設向け需要

が旺盛で、中小企業向けにも底堅い需要があり、増加しました。。 

② 移動体端末機器 335億円（前年同期比10.3％減） 

内訳は、陸上移動通信装置（携帯電話含む）269億円（同比5.7％減）、海上・航空移動通

信装置66億円（同比25.4％減）となりました。携帯電話は国内メーカーの需要低迷、海

上・航空移動通信装置は昨年度好調の反動減のため、、全体では減少しました。 

③ 有線ネットワーク関連機器 560億円（前年同期比4.8％増） 

内訳は、交換機36億円（同比24.3％減）、搬送装置（デジタル伝送装置含む）524億円

（同比7.6％増）となりました。搬送装置は国内キャリアの投資が昨年度より上向いてお

り、増加しました。 

④ 無線ネットワーク関連機器 201億円（前年同期比42.1％増） 

内訳は、固定通信装置92億円（同比29.9％増）、基地局通信装置109億円（同比54.3％

増）。固定通信装置は官公庁向け防災関連の予算が一定程度編成されていること、基地局



 

3 

 

通信装置は5Gのエリアカバー率の向上およびSA（Stand Alone）方式の普及に伴い、増加

しました。 

⑤ ネットワーク接続機器 131億円（前年同期比14.4％増） 

キャリア向けはクラウドサービスをはじめとする各種サービスの拡大によるデータトラフ

ィックの増加に伴う設備投資の拡大、企業・官公庁向けはワークスタイルの変化やDXの推

進など、SOHO向けはネットワークの高速化や高付加価値製品（セキュリティ対策機能強化

など）への需要が継続し、増加しました。 

⑥ 有線部品（有線機器用リレー、中継器用など）123億円（前年同期比5.6％減） 

有線部品の国内生産は減少しました。 

 

    図表B-1  生産総額の推移（機種別、半期別） 
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    図表B-2  生産総額の推移（機種別、四半期別） 
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Ｃ．輸出動向（財務省「貿易統計」からCIAJにて纏め）                

（１）機種別の詳細動向（参照：図表C-1, 2） 

機種別の2025年度上期の実績は以下の通りです。尚、米国向けは、米国相互関税の通信機械

への影響は大きくありませんでした。 

① 電話機及び端末機器 56億円（前年同期比28.9％減） 

内訳は、携帯電話37億円（同比41.9％減）、コードレスホン1億円（同比4.4％減）、その

他19億円（同比24.3％増）となりました。 

② ネットワーク関連機器 788億円（前年同期比3.1％増） 

内訳は、基地局29億円（同比205.7％増）、データ通信機器742億円（同比0.2％増）、そ

の他ネットワーク関連機器18億円（同比13.7％増）となりました。基地局は海外向けキャ

リアのO-RAN採用の傾向が続いており、増加しました。 

③ 部品（有線系・無線系の合計）395億円（前年同期比44.5％減） 

内訳は、アンテナ11億円（同比20.7％増）、その他の部品384億円（同比45.3％減）とな

りました。多くの割合を占めるその他の部品では、中南米向けが増加傾向ですが、アジア

向けが大幅に減少しました。 

 

    図表C-1  輸出総額の推移（機種別、半期別） 
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    図表C-2  輸出総額の推移（機種別、四半期別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）地域別の詳細動向（参照：図表C-3, 4） 

地域別の2025年度上期の実績は、アジア向け505億円（前年同期比36.2％減）、うち中国向

け139億円（同比55.1％減）。北米向け464億円（同比8.5％減）、うち米国は450億円（同比

7.5％減）。欧州向け204億円（同13.5％増）、うちEUは150億円（同比5.3％増）となりました

欧州向けの基地局やデータ通信機器が伸長しましたが、アジア向け部品の落ち込みを主因とし

て、全体では減少しました。 

 

（３）地域別構成比 

1位：アジア 40.7％ （前年同期比   －10.2％ ※うち中国向けが－8.6％） 

2位：北米 37.4％ （  同      ＋4.8％） 

3位：欧州 16.5％ （  同     ＋16.5％） 

その他地域 5.4％ （  同      ＋0.4％） 

 

    図表C-3  輸出総額の推移（地域別、半期別） 
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    図表C-4  輸出総額の推移（地域別、四半期別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ．輸入動向（財務省「貿易統計」からCIAJにて纏め）                

（１）機種別の詳細動向（参照：図表D-1, 2） 

機種別の2025年度上期の実績は以下の通りです。 

① 電話機及び端末機器 1兆2,206億円（前年同期比5.7％増） 

内訳は、携帯電話1兆2,154億円（同比5.7％増）、コードレスホン19億円（同比0.8％減）、

その他33億円（同比0.6％減）となりました。携帯電話（スマートフォン）は今期も堅調

に推移しました。 

② ネットワーク関連機器 5,686億円（同比2.9％増） 

内訳は、基地局135億円（同比37.7％増）、データ通信機器5,391億円（同比2.0％増）、

その他ネットワーク関連機器160億円（同比10.0％増）となりました。データ通信機器の

うち、スイッチング機器及びルーティング機器2,438億円（同比12.4％増）、その他のデ

ータ通信機器（伝送装置、通信装置、変復調装置等）2,953億円（同比5.2％減）となりま

した。国内のネットワーク拡張（基地局の5Gのエリアカバー率の向上およびSA方式の普及

など）を主因として、増加しました。 

③ 部品（有線機器と無線機器用部品の合計）654億円（同比1.6％減） 

内訳は、アンテナ72億円（同比14.5％増）、その他の部品582億円（同比3.3％減）となり

ました。 
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    図表D-1  輸入総額の推移（機種別、半期別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    図表D-2  輸入総額の推移（機種別、四半期別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）地域別の詳細動向（参照：図表D-3, 4） 

地域別の2025年度上期の実績では、アジアから17,402億円（前年同期比4.7％増）、うち中

国は13,256億円（同比8.5％増）。欧州から406億円（同比26.1％増）、うちEUは361億円（同

比20.9％増）。北米から445億円（同比5.3％減）、うち米国は420億円（同比6.9％減）となり

ました。アジア（中国）からのスマートフォンの輸入は今期も堅調に推移し、また、国内のネ

ットワーク拡張を背景に、欧州からのデータ通信機器が伸長しました（同比25.2％増）。 
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（３）地域別構成比 

1位：アジア 93.8％ （前年同期比   ＋0.1％） 

2位：北米 2.4％ （  同     －0.2％） 

3位：欧州 2.2％ （  同     ＋0.4％） 

その他地域 1.6％ （  同     －0.3％） 

 

    図表D-3  輸入総額の推移（地域別、半期別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    図表D-4  輸入総額の推移（地域別、四半期別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｅ．受注･出荷動向（CIAJ受注･出荷統計より）                    

（１）2025年度上期の実績 

CIAJ会員の国内メーカーによる受注・出荷の実績は4,885億円で、前年同期比8.3％減となり

ました。このうち、国内出荷は3,839億円の同比4.7％減、輸出は1,045億円の同比19.7％減と

なりました。 
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国内出荷では有線端末機器、移動体端末機器、その他ネットワーク関連機器、特に無線ネッ

トワーク関連機器の固定通信装置が官庁向け需要、基地局通信装置が5Gエリアカバー率の向上

やSA方式の普及などを背景に増加しましたが、有線ネットワーク関連機器が大幅に減少し、全

体では前年同期比で減少しました。輸出は基地局通信装置が大幅に増加しましたが、ファクリ

ミリ、デジタル伝送装置、固定通信装置などが減少し、全体では前年同期比で減少しました。 

※CIAJ受注・出荷統計 ＝ CIAJ会員の国内メーカーの受注・出荷額 

                  （ ＝ 国内出荷額＋輸出額  ＝ 国内生産額＋海外生産した輸入額 ） 

 

（２）機種別動向 

国内出荷と輸出を合わせた機種別の2025年度上期の実績は以下の通りです。 

① 有線端末機器 2,090億円（前年同期比8.5％減） 

事業所用コードレスホン、インターホンは増加しましたが、ファクシミリ（複合機を含

む）は平均単価上昇も出荷台数が減少し、有線端末機器全体では同比で減少しました。 

② 移動体端末機器 874億円（同比16.0％減） 

携帯電話は国内メーカーの低迷が継続し、移動体端末機器全体では同比で減少しました。 

③ 有線ネットワーク関連機器 830億円（同比31.9％減） 

構内交換機（主に大規模装置）の需要回復やボタン電話装置の底堅い需要継続に伴い増加

しましたが、デジタル伝送装置はキャリアの投資回復も官庁向けが大きく減少し、有線ネ

ットワーク関連機器全体では同比で減少しました。 

④ 無線ネットワーク関連機器 843億円（同比49.6％増） 

固定通信装置の官公庁向け防災需要の継続に加えて、基地局通信装置は、国内では5Gのエ

リアカバー率の向上およびSA方式の普及、輸出は海外キャリアのO-RAN採用の浸透によ

り、無線ネットワーク関連機器全体では同比で増加しました。 

⑤ その他ネットワーク関連機器 230億円（同比11.1％増） 

LANスイッチ・ハブを中心にトラフィック増加に対応するための設備投資が継続し、その

他ネットワーク関連機器全体では同比で増加しました。 

⑥ 通信機器用部品 18億円（同比20.3％増） 


